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調
査

頻
度

実
施

期
間

調
査

頻
度

備
考

1
1
地

点
(常

時
)

常
時

観
測

常
時

観
測

1
0
数

点
(定

点
)

年
１

回
程

度

数
箇

所
年

１
回

程
度

（
H

2
8
.9

変
更

）
平

成
2
9
年

度
か

ら
当

面
の

間

低
周

波
音

大
阪

湾
沿

岸
地

域
数

地
点

H
2
4
年

度
末

で
終

了
（
H

2
5
.8

変
更

）

空
港

島
周

辺
海

域
４

点
年

２
回

（
夏

季
、

冬
季

）
H

2
2
.5

調
査

で
終

了
（
H

2
2
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変
更

）

内
部

水
面

海
域

３
点

年
４

回
(四

季
)

年
２

回
（
夏

季
、

冬
季

）

当
面

の
間

実
施

（
R

3
.7

変
更

）
北

側
連

絡
誘

導
路

等
の

施
設

整
備

の
実

施
が

確
定

後
、

着
工

前
に

速
や

か
に

内
部

水
面

（
Ｎ

１
，

Ｎ
２

）
に

お
い

て
年

4
回

（
四

季
）
で

再
開

空
港

島
周

辺
海

域
４

点
H

2
2
.5

調
査

で
終

了
（
H

2
2
.3

変
更

）

内
部

水
面

海
域

３
点

年
２

回
（
夏

季
、

冬
季

）

当
面

の
間

実
施

（
R

3
.7

変
更

）
北

側
連

絡
誘

導
路

等
の

施
設

整
備

の
実

施
が

確
定

後
、

着
工

前
に

速
や

か
に

内
部

水
面

（
Ｎ

１
，

Ｎ
２

）
に

お
い

て
年

4
回

（
四

季
）
で

再
開

空
港

島
周

辺
海

域
４

点
年

３
回

（
春

季
、

夏
季

、
秋

季
）

H
2
2
.5

調
査

で
終

了
（
H

2
2
.3

変
更

）

1
期

及
び

2
期

空
港

島
内

定
点

及
び

調
査

ラ
イ

ン
3
年

ご
と

に
月

1
回

3
年

ご
と

に
月

1
回

空
港

島
周

辺
海

域
調

査
ラ

イ
ン

3
年

ご
と

に
年

4
回

3
年

ご
と

に
年

4
回

タ
カ

類
の

渡
り

の
ﾙ

ｰ
ﾄ

１
点

3
年

ご
と

に
年

1
回

3
年

ご
と

に
年

1
回

当
面

の
間

実
施

（
R

3
.7

変
更

）
北

側
連

絡
誘

導
路

等
の

施
設

整
備

の
実

施
が

確
定

後
、

着
工

前
に

速
や

か
に

内
部

水
面

（
Ｎ

１
，

Ｎ
２

）
に

お
い

て
年

4
回

（
四

季
）
で

再
開

年
２

回
（
夏

季
、

冬
季

）

将
来

に
わ

た
り

実
施

運
用

開
始

3
年

後
ま

で

１
地

点

年
４

回
(四

季
)

常
時

測
定

年
１

回
程

度
（
当

面
年

１
～

4
回

）

将
来

に
わ

た
り

実
施

H
2
2
.7

末
で

終
了

中
止

（
H

2
2
.3

変
更

）

航
空

機
の

低
周

波
音

空
港

島
対

岸
部

運
用

最
大

時
の

3
年

後
ま

で

運
用

最
大

時
の

3
年

後
ま

で

運
用

最
大

時
の

3
年

後
ま

で

H
2
2
.5

調
査

で
終

了
（
H

2
2
.3

変
更

）

H
2
2
.5

調
査

で
休

止
（
H

2
2
.3

変
更
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北
側

連
絡

誘
導

路
等

の
施

設
整

備
の

実
施

が
確

定
後

、
着

工
前

に
速

や
か

に
内

部
水

面
（
Ｎ

１
，

Ｎ
２

）
に

お
い

て
年

4
回

（
四

季
）
で

再
開

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

測
定

・
調

査
項
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騒
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大
阪

湾
沿

岸
地

域
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び
飛

行
経

路
周

辺
地

域

大
 気

 質
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二

酸
化

硫
黄

窒
素

酸
化

物
(二

酸
化

窒
素

･一
酸

化
窒

素
)、

浮
遊

粒
子

状
物

質
、

光
化

学
オ

キ
シ

ダ
ン

ト
、

炭
化

水
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タ

ン
･非

メ
タ

ン
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風
向

･風
速

窒
素

酸
化
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酸
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粒
子
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音
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